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胎内キャンパス 〒959-2702 新潟県胎内市平根台 2416

「新型コロナウイルス感染症」で厳しい状況が続き
ますが、2020年度後期からは対面授業も再開され、
キャンパスには活気が戻ってきました。また、この
4 月には、多くの新入生を迎えます。

開学 4 年目となる本年は、これまでの授業や各種活
動に加えて、就職活動の本格化、卒業研究への取組み
など新たな学びも目白押しです。学生たちは、これま
で基礎ゼミⅠ・Ⅱなどを通して培ってきた問題意識、
解決方法・提案、仲間たちとの議論を通じた人間関係
の形成によって、一段と高みを目指して進んでくれる

と信じています。教職員一同も、学生たちの多くの可能性を引き出し、発想を具
現化へ導く役割を果たしていきたいと考えています。

また、大学のさらなる発展のために、地域の知の拠点としての「新潟食料健
康研究機構」のステップアップ、大学院修士課程の開設準備、10年先を見据え
た「中期計画」の策定などに精力的に取り組んでいます。

オンライン授業での経験、対面授業の再開、地域ボランテイア活動、スポ－
ツ・クラブ活動の本格化と併せて、新潟食料農業大学らしい、地に足の着いた・
地域に根差した学びの成果を出してくれることと確信しています。

皆様には、これまで以上のご支援を賜りますよう心からお願い申し上げます。

今年度はコロナ禍ということで、これまで経験し
たことのない事も多く発生する状況でありましたが、
後期の学生たちの活動は遅滞することなく進んで参
りました。これもひとえにご支援いただきました保
護者のみなさまのお力添えのおかげと存じます。こ
の誌面をお借りし感謝申し上げます。

後期授業はコロナウイルス感染症対策を徹底した
上での対面型授業を基本とし、状況に応じて遠隔授
業を組み合わせる形で実施されました。また、最大
級の学内イベントである橙和祭（大学祭）も今年度

は学生のみ参加可能のイベントとし、リアルの活動であるバレーボール大会、
YouTube等を利用したバンド演奏の中継や仮装イベントの映像配信といった
バーチャルでの活動も組み合わせたハイブリッド型として実施しました。いろ
いろと準備に苦労することもありましたが、課題を整理しながら解決し、立派
な橙和祭が開催できたと感じます。

次年度はすべての学年の学生が在籍する年度となります。新たな飛躍の年に
なることを祈念しております。今年度の後援会の活動には、保護者のみなさま
の多大なるご支援、ご協力をいただきました。改めて感謝を申し上げ、ご挨拶
とさせていただきます。

1 後援会会長あいさつ
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橙和…一期生による造語。本学
のイメージカラーであるオレンジ
と、その実が春先から夏場にかけ
ては青く、秋には見事に熟す「橙」
を自分たちの成長になぞらえ、そ
してその「和」が永遠（とわ）に続く
ように、との願いを込めています。

3 年生を対象に、『ジブンノミライ』NAFU JOB 博を開催いたしました。

第 １ 部　就職講演会「夢実現セミナー」
企業トップの方に、夢実現に向けてのアドバイスをご講話いただきました。

▶ 講師：株式会社ユニークワン　代表取締役社長　立川 和行 氏

▶ 参加学生の声（アンケートより）
■ とても貴重な機会を頂き、ありがとうございました。今後の活動に活かして

いきたいと考えています。
■ 少人数で聞きたいことが聞けてありがたかった。
■ 学内で貴重な話を聞くことができてよかったです。ありがとうございました。
■ 今回のようなイベントを行ってくださったおかげで、コロナ禍でも自分が聞

きたいと考えていた企業の説明会を聞くことができ、大変参考になりました。
質疑応答時間をもう少し設けられればより良いと感じました。また各企業の
説明会を行う際、もう少し大きな場所で行う事でより聞き取りやすくなるのではないかと感じました。

■ またこのような機会があれば嬉しいです。本当にありがとうございました。

第 ２ 部　業界職種説明会 「業界・職種徹底研究！ In 食農大」
企業人事ご担当者に実際の仕事内容についてご説明いただきました。
▶ 参加企業：アクシアルリテイリング㈱、一正蒲鉾㈱、エンカレッジファーミング㈱

㈱オーシャンシステム、㈱タケショー、㈱冨山、㈱新潟クボタ、新潟市農業協同組合
新潟県醤油協業組合、新潟中央青果㈱、日東アリマン㈱、㈱ブルボン　他（五十音順）

▶ 参加学生の声（アンケートより）
■コロナ禍でも自分が聞きたいと考えていた企業の説明を聞くことができ、大変参考になりました。
■少人数で聞きたいことが聞けました。ありがとうございました。

8 2021年度の主な活動予定（４月～５月）
○ 4 月 1 日（木）～ 2 日（金） 新任教職員オリエンテーション

○ 4 月 ５ 日（月） 在学生オリテ（ 2 年生・ 4 年生）

○ 4 月 ６ 日（火） 在学生オリテ（編入学生・ 3 年生）

○ 4 月 ７ 日（水）～ ９ 日（金） 新入生オリエンテーション

○ 4 月 ８ 日（木） 4 年生健康診断日

○ 4 月10日（土） 入学式

○ 4 月12日（月） 前期授業開始日

○ 4 月12日（月）～1９日（月） 履修登録期間（前期・後期）

○ 4 月22日（木）～23日（金） 履修確認期間

○ 4 月24日（土） オープンキャンパス

○ 4 月2９日（木） 授業実施日

○ ５ 月14日（金） 農学基礎実習（田植え）

○ ５ 月1７日（月） 1 年生健康診断日

○ ５ 月1８日（火） 2 年生健康診断日

○ ５ 月22日（土） オープンキャンパス

○ ５ 月2８日（金） 3 年生（フード）健康診断日
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前期授業は対面型授業ではなくインターネットを利用した遠隔授業により実施いたしましたが、後期は第 1 週目と第 2 週目の授業を遠
隔授業で行い、第 3 週目より対面型授業を再開いたしました。前期に引き続き徹底したコロナウイルス感染症対策を学生、教職員共に実
施し、授業や実験・実習等の活動を行いました。

今後もコロナウイルス感染症対策を徹底し、学生のみなさんが安心して学生生活を送ることができるよう本学全体として努めて参ります。

【下期の主な活動】
○ ９ 月23日（水）
　・後期授業開始／インターネットを利用した遠隔授業により授業開始。
○ ９ 月2８日（月）～10月 4 日（日）
　・ 第 2 回コース希望調査／ 1 年生を対象に、 2 年次からの選択コース

について希望調査。
○10月 ７ 日（水）
　・対面型授業を開始。
○10月10日（土）
　・「インターンシップⅠ」実地研修
○10月12日（月）～14日（水）
　・健康診断（全学年）
○11月 ８ 日（日）
　・ 橙和祭（大学祭）実施/学生のみ参加。バレーボール大会実施とバン

ド演奏をYouTubeでリアルタイム配信。リアルとバーチャルを融合
させた新しいタイプの大学祭を計画、実施。

○12月 ７ 日（月）～13日（日）
　・第 3 回コース希望調査（ 1 年生）
○12月2５日（金）～ 1 月 ６ 日（水）
　・冬季休業
○ 1 月 ７ 日（木）
　・ 後期授業再開／コロナウイルスと大雪の影響により、 1 月の授業は

遠隔授業も併用して実施。
○ 2 月 1 日（月）～ 3 日（水）
　・後期定期試験
○ 2 月 4 日（木）～10日（水）
　・第 4 回コース希望調査（ 1 年生）
○ 2 月10日（水）～ 3 月31日（水）
　・春季休業
○ 3 月11日（木）
　・成績通知、コース配属通知（ 1 年生）
○ 3 月2６日
　・成績通知（ 2 年生・ 3 年生）

3 新型コロナウイルス感染症対策について 5 新潟食料農業大学大学祭「第3回 橙和祭」

6 留学生交流会

本学では、2020年 4 月より「感染しない・させない」「すべての学生・教職員および地域住民を守る」を原則
として対応にあたってきました。幸いなことに、学生をはじめ学内者の感染は発生しておりません。学生・保護
者の皆様には、多くの制限・制約に対するご協力をいただき心より感謝申し上げます。

前期の授業はインターネットを利用した「遠隔授業」でしたが、学生と教員の距離を少しでも縮めるため、録
画配信ではなく、リアルタイムのオンライン授業（同時双方向型・リアルタイム型）を中心とし、実験・実習の
授業の一部では対面授業も実施しました。後期の授業は第 3 週目から、徹底した感染防止策を講じた上で、全面
的に対面型授業に移行し、本来の大学の姿がキャンパスに戻ってきました。

とはいえ、現在もなお感染リスクを回避するために、新潟県外との不要不急の往来の自粛をお願いしています。
ただし、帰省や就職活動等のやむを得ない理由がある場合は、届けの提出などによって往来できます。

ウイルス感染を防いでも心身の健康が損なわれては意味がありません。心身を癒やすための帰省や家族との触れ合いを大切にしていた
だきたいと思います。

新年度の開始に当たっては、新潟県入県後 2 週間の健康観察を行った後に通学することを原則としています。不便をお掛けしますが、
感染リスクを低減するためにご協力よろしくお願いいたします。

テーマ：清
せいふう

風新
しんじん

人～ともに踏み出せ！新たな一歩

目　的： コロナ禍によりこれまで学内外の諸活動が制限されていたが、対面授業および課外活動等が再開されたことを受け、
この大学祭（イベント）を通じて新入生を含め多くの学生が学年を超えて交流を図り新たな視点・可能性を生み出す
きっかけとする。

コロナ禍のため参加者は学生に限定（要事前申込）し、前夜祭は行わず、11月 ８ 日（日）のみ開催しました。実施内容は学生交流会（バ
レーボール）、バンド演奏・仮装コンテスト（動画配信）で大学祭全体に係る延べ参加学生数は８1名でした。

参加した学生からは「後輩達と更に仲良くなることが出来たので満足している」「仮装コンテストは事前制作ならではの演出でより楽
しめました」との声が聞かれ、例年とは違う大学祭でも非常に盛況でありました。

また、大学祭実行委員に対しても「コロナ禍の中でも大学祭を行おうという熱意は凄いと感じました」「大学祭実行委員の方々、大変
ありがとうございました」と労いの言葉が数多く寄せられました。

本学には現在、７4名の留学生が在籍しています（ 1 年生3５名、 2 年生2８名、 3 年生11名）。その出身国は、中国；33名、ベトナム；2５名、
ネパール； ９ 名、インドネシア、韓国各 2 名、スリランカ、カメルーン、台湾各 1 名と多岐に渡っています。コロナ禍により2020年度前
期授業は遠隔授業で実施され、来学する機会が非常に少なく留学生同士が交流する機会が乏しいことから学年・出身国を超えた友人関係
の構築や、学生生活を送るうえでの有用な情報共有などを目的として2020年10月23日（金）に 1 回目の留学生交流会を実施しました。20
名（ 1 年生11名、2 年生 ７ 名、3 年生 2 名）の留学生が参加し、留学生代表挨拶やグループに分かれ日本語での交流活動等を行いました。
実施後のアンケートでは「これまで話したことが無かった学生同士の交流ができ、非常に有意義であった」「今後もこのような機会をもっ
と設けて欲しい」、参加できなかった学生からは「今回は予定が合わず参加できなかったが、次にこのような機会があればぜひ参加した
い」という声が多数寄せられました。

このような留学生の要望に
応え、留学生同士の交流を更
に深め、より充実した大学生
活を支援することを目的とし、
2 回目の留学生交流会を2020
年12月23日（水）に開催しま
した。 3 年生は就職セミナー
への参加のため交流会に参加
できませんでしたが、 1 、 2
年生の12名（出身国内訳　中
国； ６ 名、 ベ ト ナ ム； 4 名、
ネパール；1 名、インドネシア；
1 名）が参加してくれました。

今後も定期的な交流会の実
施を計画していく予定です。

4 新型コロナウイルス感染症対策を踏まえた本学の下期活動について

新型コロナウイルス感染症
対策本部長

中井 裕

（大学祭）実施/学生のみ参加。バレーボール大会実施とバン


